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茶
道
を
学
ぶ
園
児
た
ち（
棚
倉
幼
稚
園
）

　町文化財として指定されている棚倉藩ゆかりの茶室は、現在、城跡周辺
への移築復元工事が行なわれております。町民に茶道やその他の伝統的な
文化活動を行う場を提供し、町民の文化意識高揚に役立てるため、平成
23年4月のオープンに向け条例が可決されました。

　１２月定例会は、１２月１５日から１７日まで３日間の会期で開かれました。
　定例会では、専決処分の報告、条例制定、補正予算等の議案を慎重に審議し、すべて原案
のとおり可決しました。
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平
成
二
十
三
年
四
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

会　　計　　名

特　

別　

会　

計

上
水
道
事
業

一　般　会　計 ２億６５３万円
５，４１１万円
２２５万円
１，０４８万円

４万円
５３万円
１１２万円
２０万円
△１０万円
△３７万円
１８２万円
△２１８万円

５２億８，０１６万円
１４億７，４８９万円
１億１，９０１万円
９億４，４５０万円
４,２３７万円

３億３，８７５万円
６,５９３万円
８３万円

４億１７６万円
３億８，３２３万円
１億１４０万円
２億６，９６５万円

収入
支出
収入
支出

収益的収支

資本的収支

補正額
（1万円未満切捨て）

補正後の予算額

◆ 12月補正予算の状況

（△は減額表示）

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
簡易水道事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
霊園整備事業

◇
棚
倉
町
茶
室
条
例

　

過
去
に
封
じ
込
め
、囲

い
込
み
工
事
を
実
施
し
た

◇
棚
倉
中
学
校
耐
震

　
補
強
改
修
工
事
請
負

　
変
更
契
約
の
締
結

財
政
調
整
基
金
の

　
　
　
　

積
み
立
て

　
　
１
億
９
６
０
０
万
円

　

地
方
交
付
税
の
大
幅
な

増
額
決
定
に
よ
り
、年
々

減
少
す
る
基
金
に
積
み
立

て
し
、今
後
の
財
源
調
整

に
役
立
て
ま
す
。

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の

　
　
　
　

施
設
修
繕

　
　
　
　
１
４
７
９
万
円

　

イ
ン
ド
ア
プ
ー
ル
の
防

水
塗
装
、ろ
過
機
交
換
、

シ
ャ
ワ
ー
の
給
湯
設
備
等

の
改
修
工
事
を
行
な
い
ま

す
。

健
や
か
子
育
て
医
療
費

　
　
　
　
１
５
８
８
万
円

　

中
学
校
三
年
生
ま
で
の

子
ど
も
医
療
費
が
不
足

す
る
た
め
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

◇
一般
会
計
補
正
予
算
の

　
主
な
内
容

音
楽
室
天
井
の
ア
ス
ベス
ト

が
、長
年
の
結
露
や
雨
漏

り
等
に
よ
り
劣
化
し
、飛

散
し
て
い
る
状
況
が
工
事

中
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
達
が
安
心
し
て

学
習
で
き
る
施
設
環
境
に

整
備
す
る
た
め
、ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
に
伴
う
変
更
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

健やかな成長を願ってます
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人
事
案
件

藤田  進次さん（北山本）

棚
倉
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、藤
田
進
次
さ
ん
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
藤
田
さ
ん
の
任
期
は
、平

成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
六

日
か
ら
三
年
間
で
す
。

◎

◇
棚
倉
町
議
会
議
員
定
数

　
調
査
特
別
委
員
会
報
告

　

現
在
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
調

査
検
討
を
行
な
っ
た
内
容
に
つ
い

て
、照
沼
義
勝
定
数
調
査
特
別
委

員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
特
別
調
査
委
員
会
の
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、十
二・
十
三
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

本
委
員
会
で
は
、現
行
議
員
定

数
を
十
六
名
か
ら
二
名
削
減
す

る
委
員
長
集
約
案
と
、現
状
を
維

持
す
る
提
案
が
あ
り
、採
決
し
た

結
果
、二
名
削
減
す
る
委
員
長
集

約
案
が
賛
成
多
数
で
決
定
し
た

旨
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、委
員
会
に
お
い
て
は
、少

数
意
見
の
留
保
者
で
あ
る
鈴
木

政
夫
議
員
よ
り
議
員
定
数
を
現

状
維
持
と
す
る
少
数
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

な
お
、議
員
定
数
を
二
名
削

減
と
す
る
委
員
長
の
報
告
に
対

し
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

反
対
（
3
人
）

賛
成
（
11
人
）

　

議
員
定
数
の
上
限
は
当
町
の

場
合
は
二
十
名
だ
が
、上
限
よ
り

著
し
く
削
減
す
る
こ
と
は
町
政

の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
は
全

く
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
。最

大
の
根
拠
は
、民
意
が
議
会
に

反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、今
回
の
議
員
定
数
調

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
た
が
、審
議
の
あ
り
方
で
、

十
分
な
質
疑
討
論
が
さ
れ
て
な

い
点
で
、若
干
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
って
い
る
。例
え

ば
、表
決
を
す
る
際
に
は
必
ず

討
論
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。も

ち
ろ
ん
、質
疑
、討
論
と
も
に
省

略
す
る
こ
と
は
あ
り
え
る
が
、そ

の
よ
う
な
提
起
が
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
の
委
員
会

の
表
決
は
、議
員
全
体
の
意
思
が

正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
、

私
と
し
て
は
疑
問
が
残
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
って
い
る
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
反
対
と

す
る
。

鈴
木  

政
夫 

議
員

　

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、本
町
行

政
の
各
分
野
に
お
い
て
行
政
改

革
を
推
進
し
、財
源
の
確
保
に

努
め
ら
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま

え
、現
在
の
議
員
定
数
が
妥
当

で
あ
る
か
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
い
、望
ま
し
い
定
数
の
あ
り
方

に
つい
て
検
討
し
て
き
た
。

　

委
員
会
で
は
、委
員
自
ら
が

調
査
し
て
き
た
内
容
等
を
も
と

に
各
自
調
査
発
表
を
行
い
意
見

を
集
約
し
、記
名
投
票
に
よ
り

二
名
削
減
し
十
四
名
の
定
数
を

妥
当
と
す
る
案
が
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
さ
れ
た
。

　

委
員
会
の
調
査
内
容
の
発
表

に
お
い
て
は
、棚
倉
町
民
の
声
と

し
て
二
名
削
減
が
多
か
っ
た
と
の

内
容
が
多
数
で
あ
り
、こ
れ
ら
は

民
意
を
重
く
受
け
止
め
た
適
正

な
判
断
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
や
住
民
意

識
を
考
え
る
と
き
、二
名
削
減

は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
、委
員

長
報
告
の
と
お
り
採
択
す
べ
き

も
の
と
し
賛
成
す
る
。

　

棚
倉
町
議
会
議
員
定
数
調
査

特
別
委
員
会
の
議
員
定
数
二
名

削
減
を
受
け
、委
員
会
提
案
に
よ

り
議
員
定
数
条
例
の
改
正
案
が

提
出
さ
れ
、審
議
の
結
果
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
条
例
の
適
用
に
つ
い

て
は
、条
例
施
行
後
の
棚
倉
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
と
な
り
ま

す
。

和
知  

良
則 

議
員

◇
棚
倉
町
議
会
議
員

　
定
数
条
例
の一部
改
正

みなさん
からの

陳 情 平成２３年度補助金要望について

高齢者が安心して暮らせる社会を実現するた
めにシルバー人材センターへの支援の要望

教育予算の確保並びに施設等の充実に関す
る陳情

棚倉中学校父母と教師の会
　会長  湯座一平　他９名

棚倉町商工会　会長  金澤寛二

（社）棚倉町シルバー人材センター
　理事長  鈴木正美

件　名 提出者


